
＜別記様式１＞　　　　　　　　　　　　　　　＜記入例＞
薮田第９９号の３０　
令和〇〇年９月３０日　
　岐阜県教育委員会　様
薮田市教育委員会　教育長　薮田薮郎　印　　
職員の交通事故報告（最終報告）について
　職員の交通事故がありましたので、次のとおり報告します。
	日時

	令和〇〇年３月３０日（火） 午後　３時３０分頃
                                  （天候　雨　）
	（事故当時の勤務状態）
 公務(出張)
 ※出張内容（会議出席）

	職員名

	所属名
	職名
	氏　名・職員番号
	 年齢
	性別

	
	薮田市立薮田東中学校
	教諭
	薮　教子
	２９ 
	女

	
	（当時）

県立薮田南小学校
	
	藪田　教子
	
	

	事故の場所
	　岐阜市薮田南地内 （■公道　□駐車場　□その他（　　　　））

	事故の形態

	本人［■車　□自動２輪　□自転車　□歩行者　□その他（　　　　）］
相手［■車　□自動２輪　□自転車　□歩行者　□その他（　　　　）］

	事故の類型
	位置［□交差点  □道路(□本線　■対向車線)　□横断歩道　□その他（　　　）
形態［□追突  ■正面衝突  □側面衝突  □接触  □その他（　　　　）

	事故の原因
	主たる事故原因の責任者　■本人  □相手  （事由：センターラインオーバー　）

	損
害
の程度

	氏名
	関係
	職業・学籍
	年齢
	物的損害
	人的損害

	
	
	
	
	
	 物件・程度
	診断名・後遺症
	全治期間

	
	当方

	 職員本人
	運転
	－
	－
	自動車破損
	なし
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	相
手

	1 
	藪田　太郎
	運転
	会社員
	45
	自動車破損
	右大腿骨骨折
	２カ月

	
	
	2 
	薮田　花子
	同乗
	薮田南市立
薮田南中３年
	14
	なし
	頸椎捻挫
	２週間

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	行政処分

	　反則点　   　  付加点         計
（　２　点）＋（　６　 点）＝（　　８ 点）
　違反内容：安全運転義務違反（重傷事故）
	免許停止・取消の有無及び内容
　免許取消　１年

	事故直後の義務履行

	■続発防止　　■負傷者の救護・手当　　　■危険物の除去
■警察官への届出　　■所属への報告　　　□その他（　　　　　　　　　　）
※チェックがない場合の理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	刑事処分

	起訴の有無           有
罪名　自動車運転過失傷害
	処分内容（罰金等）
　罰金３０万円

	示談の状況

	本人責任額  物損   1,515,500円（全ての示談完了日　平成22年9月16日）
　　　　　　人身   　未了   円（全ての示談完了日　平成　年　月　日）

	
	過失割合    本人　　１００　％　：　相手 　　　　％

	損　害　額
	市町村に与えた損害額　　　　　　　　　　　　０　 円


注）速報及び緊急の続報は、文書番号及び公印の押印は不要とする。
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[image: image4.bmp]現場拡大図    ※本人を正面にして記載し、方位を付し、道路の形状(幅員、歩道、線形等)、周辺の状況を示すこと
　  　　　　　※どの部分とどの部分が、どの位置で衝突したのか、職員と相手の識別とともに明らかにすること
※交通標識・標示等(中央線、一時停止、横断歩道、信号機等)、車の動きなど正確に記入すること

[image: image1.emf]パーツ


○衝突部位
本人車　前面中央～右側
相手車　前面中央～右側
  ○その他   　　　　　　　 
現場は駐停車禁止区間
センターラインは白破線　
  
道路幅員約１０ｍ・片側１車線道路

	（事故の詳細）※危険認知から事故発生、事故後の状況を、詳細に説明すること

	当日、当該職員には過労もなく、自家用車による出張を許可したが、職員は市内の教育セン

	ターにて行われた教務主任会議に出席後、帰校途中で事故を引き起こしたものである。

	　天候は雨天であるが日照のある１５時３０分頃、当該職員は、制限時速４０ｋｍで中央分離

	帯のない国道Ｇ１号線を、時速約４０ｋｍで西へ直進するにあたり、自らの携帯電話のベルが

	鳴ったため、運転中にもかかわらず、助手席に置いていた鞄より携帯電話を取り出したうえ､

	これに応答していたことにより前方への注意を怠った結果、運転操作を誤って、折から対向車

	線を東へ直進してきた相手乗用車の進路前に３ｍ程度はみ出し、対向車線上で、相手乗用車に

	正面から衝突した。

	当該職員によれば、携帯電話は担任児童の保護者からの電話で緊急を要すると考えたことか

	ら、駐車帯など安全な場所へ停止させることを怠ったものであり、運転中に電話していたこと

	により直進操作がおろそかになり対向車線へはみ出したもので、対向車の認知が遅れ、衝突の

	寸前にしか相手を認知できなかったため、事故を回避することができなかったとしている。

	衝突後、双方の車両は衝突地点にて停止。職員は警察へ通報した後、負傷した相手が車から

	降りるのを補助し、安全な路外土手の平地部へ退避させた。その後、当校教頭と保険会社に電

	話にて一報を入れた｡事故当時、通行する車両や人はなく、目撃者はいなかった。

	相手運転者は右大腿骨骨折により全治２カ月、相手同乗者は、頚椎捻挫により全治２週間と

	する診断書が警察へ提出された。

	
	本人
	相手（可能な範囲）

	見通し／路面状態
	 良／濡
	 良・悪／乾・濡・凍・雪・泥

	制限速度
	 ４０                   km/h
	 ４０                   km/h

	危険認知直前の速度
	 ４０                   km/h
	 不明                   km/h

	事故時の速度
	 ４０                   km/h
	 ３０                   km/h

	危険認知時の距離
	事故地点まで           ５　ｍ
	 事故地点まで      不明  　ｍ

	危険認知時の回避行動の内容
	なし
	急ブレーキ

	飲酒の有無
	無
	無

	シートベルト・ヘルメットの着用
	有
	有

	携帯電話の使用・カーナビの操作
	有（携帯電話）
	無

	運転免許証の色・有効期限
	金／平成２２年１２月
	青／平成２３年１月

	自動車検査証(車検)有効期間
	平成２２年１１月１５日
	不明

	任意保険加入の有無
	有（対人無制限）
	有・無　（対人   　　　   円）

	種(又は車名)　（排気量）
	ヤブータ（１０００㏄）
	キャンピングカー（３５００㏄）
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自車
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相手車
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バイク
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自転車
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歩行者
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